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議
員
定
数
改
正
条
例

は
、
本
会
議
最
終
日
の

議
会
改
革
特
別
委
員
長

報
告
を
受
け
て
、
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

同
委
員
長
報
告
で
は
、

地
方
分
権
が
進
む
中
で

議
会
が
果
た
す
責
任
の

広
が
り
な
ど
に
言
及
し

た
上
で
、
昨
年
10
月
以

来
、
慎
重
に
検
討
し
て

き
た
経
過
を
踏
ま
え
、

委
員
会
の
大
勢
と
し
て
、

定
数
１
人
削
減
の
方
向

性
を
確
認
し
た
旨
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
現
在

の
定
数
「
27
人
」
を
、
来

年
１
月
の
一
般
選
挙
か

ら
「
26
人
」
と
す
る
議

員
定
数
条
例
の
改
正
案

が
提
出
さ
れ
、
提
案
理

由
の
説
明
の
後
に
、
全

会
派
の
討
論
が
展
開
さ

れ
、
賛
成
多
数
を
も
っ

て
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

No

Yes

　
　
　平

　成

　会

 

伊
東
秀
浩

　議
員

諸
物
価
の
高
騰
、
雇
用
・

老
後
の
不
安
を
抱
え
な
が
ら

苦
し
い
生
活
を
送
っ
て
い
る

市
民
感
情
や
、
行
財
政
改
革

を
さ
ら
に
進
め
る
上
か
ら
、

議
員
だ
け
が
従
来
の
ま
ま
で

よ
い
と
い
う
こ
と
は
、
到
底

道
理
が
通
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
な
る
削
減
を
求
め
て

い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
多
数

の
意
思
は
重
く

受
け
と
め
、
受

け
入
れ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。

26
人
と
な

っ
て
も
、
行
政

へ
の
監
視
機
能

や
政
策
提
言
な

ど
は
、
従
来
と

い
さ
さ
か
も
揺

る
ぎ
な
く
で
き

る
も
の
と
確
信

し
、
本
案
に
賛
成
す
る
も
の

で
す
。

　
　
　志
政
ク
ラ
ブ

 

石
井
民
雄

　議
員

他
市
の
議
員
定
数
の
状

況
、
市
民
意
識
を
尊
重
し
て

議
員
定
数
を
削
減
す
る
こ
と

は
い
た
し
か
た
な
い
部
分
も

あ
る
が
、
そ
の
削
減
数
は
二

元
代
表
制
の
趣
旨
や
、
進
展

す
る
地
方
分
権
時
代
に
お
け

る
議
会
の
責
務
を
考
慮
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　議
員
定
数
は
一
度
減
ら
し

た
ら
、
よ
ほ
ど
の
こ
と
が
な

い
限
り
増
や
せ
る
も
の
で
は

な
い
の
で
、
慎
重
に
判
断
し
、

削
減
数
１
と
す
る
本
案
に
賛

成
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　公

　明

　党 

手
塚
静
枝

　議
員

会
派
の
検
討
で
は
、
①
二

元
代
表
制
か
ら
い
っ
て
、
議

会
の
力
量
低
下
へ
の
懸
念
、

②
意
思
決
定
機
関
の
責
任
の

重
さ
、
③
人
口
や
財
政
規
模

が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
、

④
議
会
費
に
お
け
る
経
費
節

減
の
状
況
、
⑤
議
員
定
数
は

自
主
的
に
21
％
減
ら
し
て
い

議
員
定
数
「
26
人
」
に

全
会
派
が
意
見
表
明

議
員
定
数
「
26
人
」
に

全
会
派
が
意
見
表
明

る
現
状
な
ど
、
多
く
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
議
会
の
本
質
、

中
身
を
十
分
に
精
査
し
、
将

来
的
展
望
に
立
ち
、
１
人
減

の
結
論
に
至
っ
た
も
の
で
す
。

市
民
か
ら
大
い
に
期
待
さ

れ
る
議
会
と
な
る
こ
と
に
期

待
を
込
め
て
、
本
案
に
賛
成

し
ま
す
。

　
　
　民
主
ク
ラ
ブ

 

高
橋
秀
樹

　議
員

定
数
の
削
減
に
よ
っ
て
、

経
費
の
削
減
効
果
は
顕
著
に

あ
ら
わ
れ
る
が
、
市
民
の
声

を
市
政
に
反
映
す
る
こ
と

や
、
二
元
代
表
制
の
も
と
で

行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
機
関
と
し

て
の
役
割
も
低
下
し
ま
す
。

お
互
い
に
違
う
立
場
で
議
論

し
て
こ
そ
、
新
し
い
発
想
も

生
ま
れ
、
市
政
の
発
展
に
つ

な
が
る
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
削
減
に
対
し
私
ど

も
は
、
偶
数
の
定
数
（
１
な

い
し
３
人
削
減
）
が
望
ま
し

い
と
主
張
し
て
き
ま
し
た

が
、
人
口
増
加
等
を
考
慮
し

て
、
さ
ら
に
、
大
多
数
の
会

派
の
合
議
制
の
も
と
で
、
１

人
削
減
す
る
こ
と
に
賛
成
す

る
こ
と
に
し
た
も
の
で
す
。

賛成

賛成

賛成

賛成

議
員
定
数
改
正
条
例

は
、
本
会
議
最
終
日
の

議
会
改
革
特
別
委
員
長

報
告
を
受
け
て
、
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

同
委
員
長
報
告
で
は
、

地
方
分
権
が
進
む
中
で

議
会
が
果
た
す
責
任
の

広
が
り
な
ど
に
言
及
し

た
上
で
、
昨
年
10
月
以

来
、
慎
重
に
検
討
し
て

き
た
経
過
を
踏
ま
え
、

委
員
会
の
大
勢
と
し
て
、

定
数
１
人
削
減
の
方
向

性
を
確
認
し
た
旨
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
現
在

の
定
数
「
27
人
」
を
、
来

年
１
月
の
一
般
選
挙
か

ら
「
26
人
」
と
す
る
議

員
定
数
条
例
の
改
正
案

が
提
出
さ
れ
、
提
案
理

由
の
説
明
の
後
に
、
全

会
派
の
討
論
が
展
開
さ

れ
、
賛
成
多
数
を
も
っ

て
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

　
　
　日
本
共
産
党

 

望
月
久
晴

　議
員

民
主
政
治
の
根
本
を
担
う

の
は
、
各
層
か
ら
多
様
な
市

民
の
意
見
を
代
表
し
て
選
出

さ
れ
た
議
会
議
員
で
す
。

本
市
の
議
員
一
人
当
た
り

人
口
は
、
定
数
26
人
と
な
れ

ば
、
埼
京
線
開
通
時
の
２
倍

に
な
り
ま
す
。
そ
れ
だ
け
議

員
と
市
民
の
関
係
が
希
薄
に

な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

人
口
増
や
行
財
政
規
模
の

提案説明　
　
　公

　明

　党

 

神
谷
雄
三

　議
員

議
会
が
自
立
度
を
高
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
時
を
踏
ま

え
て
、
客
観
的
な
資
料
に
基

づ
き
論
議
を
進
め
、
そ
の
意

見
の
大
勢
と
し
て
は
、
本
市

議
会
は
大
き
く
定
数
を
減
ら

す
状
況
に
は
な
い
と
の
結
論

で
し
た
。

ま
た
、
偶
数
の
定
数
に
す

る
と
と
も
に
、
地
方
自
治
法

で
定
め
る
、
最
小
規
模
の
市

の
上
限
と
同
じ
「
26
人
」
に

す
る
も
の
で
す
。

議
員
一
人
当
た
り
市
民
数

は
約
４
６
０
０
人
と
、
今
ま

で
以
上
に
そ
の
代
表
性
を
増

し
な
が
ら
、
将
来
の
有
為
の

市
民
が
市
議
会
に
飛
び
込
め

る
門
戸
を
開
け
て
お
け
る
数

で
は
な
い
か
と
考
え
、
提
案

す
る
も
の
で
す
。

拡
大
に
見
合
っ
た
議
員
定
数

を
確
保
し
な
け
れ
ば
、
市
政

の
民
主
的
な
運
営
を
維
持
す

る
こ
と
も
、
市
民
の
利
益
を

守
る
こ
と
も
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

よ
っ
て
、
本
案
に
は
反
対

し
ま
す
。

反対

▲傍聴風景

　
　
　公

　明

　党

 

神
谷
雄
三

　議
員

議
会
が
自
立
度
を
高
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
時
を
踏
ま

え
て
、
客
観
的
な
資
料
に
基

づ
き
論
議
を
進
め
、
そ
の
意

見
の
大
勢
と
し
て
は
、
本
市

議
会
は
大
き
く
定
数
を
減
ら

す
状
況
に
は
な
い
と
の
結
論

で
し
た
。

ま
た
、
偶
数
の
定
数
に
す

る
と
と
も
に
、
地
方
自
治
法

で
定
め
る
、
最
小
規
模
の
市

の
上
限
と
同
じ
「
26
人
」
に

す
る
も
の
で
す
。

議
員
一
人
当
た
り
市
民
数

は
約
４
６
０
０
人
と
、
今
ま

で
以
上
に
そ
の
代
表
性
を
増

し
な
が
ら
、
将
来
の
有
為
の

市
民
が
市
議
会
に
飛
び
込
め

る
門
戸
を
開
け
て
お
け
る
数

で
は
な
い
か
と
考
え
、
提
案

す
る
も
の
で
す
。
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本
定
例
会
に
市
長
か
ら
提

案
さ
れ
た
議
案
等
は
、
報
告

案
件
、
条
例
、
補
正
予
算
、

人
事
案
件
な
ど
16
件
で
す
。

そ
の
う
ち
報
告
案
件
以
外

は
、
本
会
議
で
の
説
明
、
質

疑
の
後
、
各
常
任
委
員
会
で

細
部
に
わ
た
り
審
査
を
行
っ

た
結
果
、
専
決
処
分
の
報
告

１
件
（
市
税
条
例
の
一
部
改

正
）
と
市
税
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て
は
多
数
決
で
承

認
・
可
決
し
、
そ
の
他
の
議

案
は
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
と
固
定
資
産

評
価
員
の
人
事
案
件
は
、
い

ず
れ
も
同
意
し
ま
し
た
。

一
方
、
議
員
提
出
議
案
と

し
て
、
戸
田
市
議
会
議
員
の

定
数
条
例
の
一
部
改
正
条
例

の
ほ
か
、
意
見
書
４
件
が
提

出
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決

し
ま
し
た
。
↓
議
員
提
出
議

案
４
Ｐ
参
照

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

廃
止
や
中
止
等
を
求
め
る
２

件
の
請
願
は
、
多
数
決
で
不

採
択
と
な
り
ま
し
た
。
↓
討

論
概
要
４
Ｐ
参
照

一
般
質
問
は
、
10
日
か
ら

３
日
間
に
わ
た
り
行
わ
れ
、

18
人
の
議
員
が
活
発
な
論
戦

を
展
開
し
ま
し
た
。
↓
一
般

質
問
概
要
５
Ｐ
参
照

【
条
例
な
ど
】

◎
市
税
条
例
の
一
部
改
正

　地
方
税
法
等
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
寄
附
金
税
制
の
拡

充
、
公
的
年
金
か
ら
の
特
別

徴
収
制
度
化
に
伴
う
規
定
な

ど
の
整
備
で
す
。

　

◎
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

　地
方
税
法
等
の
一
部
改
正

に
伴
う
規
定
の
整
理
で
す
。

◎
財
産
の
取
得

　救
助
工
作
車
の
購
入
で
す
。

６
月
定
例
会
は
６
月
３
日
に
開
会
し
、
市
長
提
出
議
案
、
議

員
提
出
議
案
、
請
願
な
ど
を
慎
重
に
審
査
し
、
す
べ
て
を
議
決

し
て
６
月
20
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

最
終
日
に
は
、
議
会
改
革
特
別
委
員
長
報
告
を
受
け
て
、
議

員
定
数
27
人
を
26
人
と
す
る
議
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正
が
提

出
さ
れ
、
賛
成
多
数
を
も
っ
て
可
決
し
ま
し
た
。

①
金
額
　
８
０
６
４
万
円

②
納
入
期
限
　
平
成
21
年
１

月
19
日

③
契
約
者
　
株
式
会
社
モ
リ

タ
東
京
ポ
ン
プ
営
業
部

【
一
般
会
計
補
正
予
算
】

①
裁
判
員
制
度
に
係
る
既
存

住
民
基
本
台
帳
電
算
処
理
シ

ス
テ
ム
改
修
業
務
委
託
料
。

②
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加

入
者
の
人
間
ド
ッ
ク
検
診
補

助
金
な
ど
。

③
ね
ん
き
ん
特
別
便
相
談
窓

口
設
置
に
伴
う
謝
礼
。

④
中
小
企
業
緊
急
特
別
資
金

融
資
貸
付
金
の
新
規
計
上
。

⑤
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
て

替
え
に
伴
う
基
本
設
計
等
の

業
務
委
託
料
。

【
専
決
処
分
の
報
告
】

◎
市
税
条
例
の
一
部
改
正

　地
方
税
法
等
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
公
的
年
金
か
ら
の

特
別
徴
収
制
度
化
、
省
エ
ネ

改
修
住
宅
に
係
る
固
定
資
産
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の
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要

6月 
定例会 
6月 
定例会 

平成20年 

6月3日～ 
　　6月20日 

議員提案で議員定数１名減！ 議員提案で議員定数１名減！ 
～多くの討論を交わして、賛成多数で可決～ 

一 般 会 計 補 正 予 算 な ど 2 1 議 案 を 可 決  

毎年、全国市議会議長会の定期総会にお
いて、地方自治に永年貢献された市議会議
員に対して表彰が行われます。
20 年度は、本市議会から花井伸子議員が

15 年表彰を受賞されました。
市議会では、６

月定例会の冒頭で
議長から伝達する
とともに、その功
績をたたえました。
また、戸田市議

会議員表彰規程に
よる表彰もあわせ
て行いました。

新しい学校給食センターの概要
 

○建設予定地　新曽南４ー３（現戸田競
艇場バスターミナル内の一部を使用）

○敷地面積　約３，５００㎡

○建築面積　　１，６９０㎡

○延べ面積　　２，２５０㎡

○基本コンセプト
　・予定食数　約６，０００食
　・完全ドライ方式の調理施設
　・アレルギー対策調理室

○平成２３年度開設予定
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人
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◎
固
定
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審
査
委
員

会
委
員

花 井　 伸 子
議　員

※ドライ方式……調理台や床を常に乾いた状態に保ち、食材の二次汚染を防止するシステム。

※


